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リベ ラ リズ ム の 教育論 と愛国心教育

山村和Llf（東京大学大学院）

1　愛国心教育とシテ ィズンシ ッ プ

　2006 年 の 教育基本法改正 、2007 年 の 学校教育

法改正 で は 「豊か な情操 と道徳心 」　 「公 共 の 精

神」　「伝統 と文化を尊重」 とい っ た文言が並び、

愛国心や道穂心 の 強調が話題 となっ た 。 また 目

の 丸 ・君 が代を め ぐる問題 も長 く議論 され て い

る。教育現場にお ける愛国心 の 強調が もたらす

政治的効果 に つ い て は、そ の 問題点を指摘する

声 も大きい （中川 ・西原 2007）。

　
一
方 、近年、関心 の 高ま りを見せ て い る シ テ

ィ ズ ン シ ッ プ教育にお い て は、 曖 国心教育」

を適切 に位 置づ け よ うと試 み る議論 が見 られ

る 。 イ ギ リス の 「ク リ ッ ク報 告」 では 、　 「社会

的 ・道義的責任意識 の 涵養 」 が 三 つ の 柱 の うち

の
一

つ と し て位置づ けられ た 。公 共的な活発 さ、

正 義 の 感覚、市民的礼節 と寛容、連帯 と忠誠 の

感覚、の 四つ の 市民的徳性を、教育口標に掲げ

る論者もい る （kymllca　1999）。

　す なわ ち 「愛 国心教育」 の 問題 は、多元性を

尊重す る リベ ラル な政治社会にお い て 「公 共性

を支え る市民的徳性」 をどの よ うに 考え る べ き

か 、とい う観点 か らも、検討を必 要 とす る。本

発表で は 「リベ ラル vs．コ ミ ュ ニ タ リア ン 」 の 論

争軸に沿 っ て 「歴史教育に よる愛国心教育」 を

め ぐる具体的争点を確認 し、こ の テ ー
マ が もつ

問題構造 と射程を整理す る。さらにそ こ で の 論

点 は、日本の 学校教育に対す る評価的 ・分析的

視点を得る うえで有益で ある こ とを示 した い 。

2　 「徳性の涵養」か 「批判的能力の涵養」か

　まずは 問題の 構図を示そ う。Galston（2002）

は 、リベ ラ リズ ム の 歴史的伝統 に お い て 、理性

や合理性を重視する 「自律性」 と 、 個人や集団

の 異質性を尊重する 「多様性」 と の 、二 っ の 理

念が存在す る こ とを指摘 し て い る。

　そ こ で 問題 とな る の が 「白律」 と 「多様性」

の 両立不可能性で ある。入々 が 「自律的に 」 振

る舞 うた めに は、社会が 自明 とする様 々 な規範

が批判的に吟味 されねばな らない 。しか し珥牲

的な批判的吟味 を各 コ ミ ュ ニ テ ィ が攴持す る と

は限 らない 。各 コ ミュ ニ テ ィ に とっ て は、社会

の 信念体系を揺 るが し かね ない 、自律的な批判

的吟味は、脅威 とな りか ねない か らで ある。

　 こ の 閙題が先鋭的に現れるの は 「公 教育」 の

領域 に お い て で あ る。社会内部に お け る集団 ・

コ ミ ュ ニ テ ィ の 多元性 を尊重す るた め 、 リベ ラ

ル な政治社会は 「多元性 を尊重す る徳性」　 「批

判的吟味に 開か れ た 白律の 能力」 を、市民教育

の 徳 日にす える a だが、そ の よ うな 「リベ ラル

な市民教育」 の プ ロ グ ラム は、多元的な各 コ ミ

ュ ニ テ ィ に とっ て の 「抑圧 」 とな りかね ない 。

　 さらには別 の 問題 もある。 リベ ラル な政治社

会は 、果た して 「自律 の 涵養」 の みで安定的に

維持 でき るか、とい う問題だ。　 「自律」 の 理念

が 、 理性 や合理性 な どの 啓蒙主義 の 伝統 に根 ざ

す も の な らば、それ だけで は 「政治社会 へ の 市

民 の コ ミ ッ トメ ン ト」 が不足す るか もしれない。

理 性や合理性に は 還 元 され な い 徳性を 「愛国心

教育」 や 「歴史教育」 が補完すべ きで はな い か 。

こ こ で 「徳性 1 の 涵養か 「批判的能力 」 の 涵 養

か とい う対立が生 じる 。

3　 歴史教育による愛国心教育

　次に、問題 を焦点化 して お こ う。FullinWider

（1995）は、市民的徳性 の 涵養 に とっ て 、歴史

教育が有効で ある と説 い て い る 。 歴史教育は社

会制度につ い て 市民に知識 を与 え、歴史感覚も

養成する。だが最 も重要な こ とは 、歴 史がアイ

デン テ ィ テ ィ の 感覚を醸成する こ とだ、と彼 は

言 う。 政治社会 へ の 市民 的 コ ミ ッ トメ ン トにお

い て 、歴史教育は重要 な役割 を担 うの である。

　そ の Lで Fullinwiderが 注意 を促す の は、　 「歴

史教育」 と 「歴史研究」 と の 区別 である。歴史

研究 に お い て は真実の探求が優先 され 、そ の 効

用 は 度外視 され る D し か し歴 史教師に とっ て は

事情は異な る 。 子供が良き市民 となるた めには 、

歴史教育は市民 的徳卜生を資する うえで有益で な

ければならない 。Fullinwiderは、歴史教師は生徒

に （歴 史に 対す る） 自己効力感 を涵養せ ねば な

らず、時に は 「真実よ りも嘘が人 々 の 関心 を引

き出す」 とい うこ ともあ りうる とする。

　 こ こ で 浮上す るの が、　 「市民的徳性 の 涵養」

の 実現 の た めに 「歴史」 を機能主義的に活用す

る こ とを許容で きる か 、とい う問い で ある。し

か もその歴史が、真実以外の もの を含 ん で い る

と し た ら、それは適切なの か。
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4　歴史の機能主義的利用 へ の評価 （1）

　 コ ミ ュ ニ タ リア ン の 立 場か ら、歴 史の 機能主

義的利用 を強く否定す る論者に MacIntyre（1999）

が い る 。 Macintyreに よれ ば、現代社会 の 政治社

会は 、 道徳 を め ぐる根源的不 同意を特色 と して

い る。とこ ろが政治社会の次元 で は、こ の よ う

な不同意 を覆い 隠すか の よ うに 「道徳的 レ トリ

ッ ク 」 が 日常的に流通 して い る とい う。

　MacIhtyreは、個人の 徳性を涵養する教育にお

い て 、こ の よ うな 「道徳的 レ トリ ッ ク」 次元で

の 道徳的資源が活用 され てはな らない 、と強 く

主張する 。 Maclhtyreによれ ば、本来 の 道徳性と

は、
一

貫 し た高度な体系性を備えた もの で あり、

道徳教育にお い て も、そ の よ うな 高度な体系性

が前提 と されなければな らない
。

レ トリ ッ ク次

元の道徳論で は、個人が道徳的判断を実践的に

導く うえで役立たない の であ る 。

　だが Maclntyieの 立 論では、政治社会にお ける

市民 的 コ ミ ッ トメ ン トの 問題 が残 っ て しま う。

こ の 問題 につ い て 、政治社会の 多元性 を最大限

に 尊重 しっ っ 、独 自の解決を与え る の が Galston

（1989）で ある。Galstonは 「合理 的探求の みで

りベ ラル 社会の 核 となる コ ミ ッ トメ ン トを引き

出すこ と は 望 めな い 」 の だ か ら、 レ トリカ ル な

「市民教育」 が必要で ある とい う。 例えば 、
「高

貴さに よ っ て、人 々 を道徳に向か わせ る よ うな

歴史教育」 が有益だとされる。

　GalstOn の 議論 の ポイ ン トは、真理 追求や合理

性 とい っ た 「自律」 に資す る教育目的 を、こ と

ごとく排除する点にあ る。 前述 の よ うに 「自衛

は多元 的なコ ミ ュ ニ テ ィ に とっ て脅威で あ り、

抑圧 と して の 側面を もつ 。Galstonは 「自律」 を

価値づ けない こ とで 、コ ミ ュ ニ テ ィ の 多元 性を

尊重 し、各 コ ミ ュ ニ テ ィ の信念体系を保持 しよ

うとす る の で ある。その うえ で 同時に、政治社

会 レ ベ ル で の信念体系 （た とえば立憲主義 の 伝

統〉の存在に も Galstonは着 目す る。政治社会次

元 で の 市民 的徳性を涵養 し、市民 的 コ ミ ッ トメ

ン トを実現 し ようとも試み る の で ある。

5　歴史の 機能主義的利用 へ の評価 （2 ）

　 「自律」 の 理念を重視す る リベ ラル の 陣営は、

こ の 問題をど う見 るの か 。GalstOnの 「市民教育」

を 「セ ン チメ ン タル な市民教育」 と批判的に名

付 け、 「自律の た め の 教育」 を主張す る論 者に

Callan（1997）が い る。
　 Callanは、感情に訴 えか

けるよ うな、道徳的に美化 された歴 史教育を肯

定す る Galstonの 処方箋は、歴史的想像力を貧困

化 させ 、　 （現実の 単純化 と表裏一体の ）判断力

の 鈍化を導き、問題含み の 保守主義 に手 を貸し

て しま うと述 べ る 。 さ らに Galstonが市民の 政治

的能力 を悲観し、　 「エ リ
ー

ト／非エ リ
ー

ト」 の

区分を前提 として 、民主主義 よ り代議制 を優先

させ る点に も批判を投げか けて い る。

　Callanに よれば、代議制が適切に運営 されるた

めに も、市民の批判的理性能力 は不可欠 で ある。

さらに市民 的 コ ミ ッ トメ ン トの 面 で も、Galston

の 処方箋で は 、 政治制度へ の 「忠誠」では なく 、

単なる 「服 従的な習 「貫的態度」 が帰結 され かね

ない と批判する。

　そ こ で Callanが構想するの は、批判的能力 と

市民的 コ ミ ッ トメ ン トを両立 させ るた め の 歴史

教育で あ る。Callanは、歴史に立脚 しつ つ も、そ

こ か ら肯定的意味や方 向性を引き出 し、 未来へ

の 改善点を も見出す よ うな歴 史教育の あ り方が

可能で ある と、哲学的論証 を試み て い る。

　だ が Ca皿an は 「穏和 なバ トリオ テ ィ ズ ム 」 を

肯定的に前提 として い る。こ の 点を鋭 く批判す

る の が、Brighouse（2007）で ある。　Brighouseは、

国民国家 へ の 忠誠や同
一

化を促す よ うに学校教

育が活用され る こ とを徹底的に否定する 。

　愛国心 は 「リベ ラル 国家の安定性」 に貢献す

る との 見解を批判 して 、Brighouseはバ トリオテ

ィ ズ ム が 他 国に対す る優越感情を含む こ と、個

人 に とっ て 国家が奨励する文化的基準は強制性

を持 ちうる こ と、を挙げる。さらに愛国心が 「配

分的正 義」 に 寄与す る とい う見解を批判 し て 、

保 守勢力 が 「愛国心 」 を利用 し、　 「 （労働者階

級 の ）階級 的忠誠心」 に干渉 したイ ギ リス 労働

運動 史を挙げて い る。すなわち愛国心 は 、国家

以 外 の 集団に対す る愛着 と緊張関係 に 立 ち う

る 。 愛国心教育はた とえ りベ ラル で 穏和な外観

であ っ た と しても、警戒 され るべ きなの で ある。

6　着目すべ き論点

　以上 に見た論点は 、日本の 学校教育の 社会学

的分析に お い て も、い くっ か の 有益 な分析的 ・

評価 的視点を与える もの と考え られ る 。 た とえ

ば徳性 の 涵養が い か な る形 で 実施 され て い る

か 、あるい は、志水 （2002）等の 学校文化研究

の知見 に 照・ら し て 「批判的能力／徳性」 の 教育

を どう評価で きるか 。 さ らに、公教育に対抗す

る社会主体とい う観点も重 要 となる 。 教育権を

め ぐる 日本独特の 歴史的文脈にお い て 「愛国心

教育」 は い かなる影響を持ち、そ の よ うな教育

プ ロ グラム を どの よ うに評価で きるの か。加え

て、後期近代社会における学校教育の役割 にっ

い て も、
一

定の観点が得 られる もの と思われ る 。
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